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マ
ン
ド
リ
ン
は
本
市
ゆ
か
り
の

詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
に
も
な
じ
み

が
深
い
楽
器
で
す
。
今
年
は
朔
太

郎
の
生
誕
百
二
十
周
年
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
マ
ン

ド
リ
ン
四
重
奏
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。
奮
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

予
選
は
生
演
奏
を
録
音
し
た
Ｃ

Ｄ
や
Ｍ
Ｄ
な
ど
を
提
出
し
、
五
人

の
審
査
員
が
選
考
。
予
選
を
通
過

し
た
八
組
が
十
月
二
十
八
日
貍
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
す
。
優

勝
賞
金
は
百
万
円
で
す
。

対
象
＝
高
校
生
を
除
く
十
八
歳
以

上
で
編
成
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
マ

ン
ド
リ
ン
四
重
奏
（
第
一
マ
ン
ド

リ
ン
、
第
二
マ
ン
ド
リ
ン
、
マ
ン

ド
ラ
、
ギ
タ
ー
ま
た
は
マ
ン
ド
ロ

ン
チ
ェ
ロ
な
ど
）
の
グ
ル
ー
プ
　

参
加
費
＝
一
団
体
五
千
円
　
申
し

込
み
＝
８
月
31
日
貅
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
直
接
。
生
演
奏
を
録
音
し

た
Ｃ
Ｄ
や
Ｍ
Ｄ
な
ど
を
市
役
所
文

化
政
策
課
へ

□
コ
ン
サ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

前
橋
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
を

運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
28
日
貍
・
29
日
豸

会
場
＝
市
民
文
化
会
館
な
ど
　
内

容
＝
演
奏
者
や
来
場
者
の
案
内
、

会
場
で
の
作
業
補
助
な
ど
　
申
し

込
み
＝
文
化
政
策
課
へ

問
い
合
わ
せ
は
同
課
蕁
８

９
０
―
６
５
２
２
へ
。

六
月
一
日
貅
か
ら
七
日
貉
ま
で

は
「
水
道
週
間
」
で
す
。
今
年
の

全
国
統
一
標
語
は
「
安
全
と
　
お

い
し
さ
ご
く
り

水
道
水
」。普
段
、

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
道
の
水

も
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

水
を
使
う
こ
と
は
、
使
用
し
た
後

に
汚
れ
た
水
を
排
出
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
点
に
気

を
付
け
、
水
を
工
夫
し
て
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

□
蛇
口
の
開
閉
は
小
ま
め
に

家
庭
の
水
道
で
は
、
蛇
口
を
少

し
開
け
た
だ
け
で
も
一
分
間
に
六

誚
、
全
開
に
す
る
と
二
十
誚
の
水

が
出
ま
す
。
水
を
使
う
と
き
は
小

ま
め
に
蛇
口
を
開
閉
し
、
使
っ
た

六
月
は
「
計
量
管
理
強
調
月
間
」

で
す
。
正
し
い
計
量
は
経
済
の
大

切
な
ル
ー
ル
。
商
品
の
値
段
や
品

質
と
同
様
に
量
目
（
正
味
量
）
に

も
注
意
を
。
正
し
い
計
量
の
た
め

次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
検
定

商
取
引
や
証
明
用
の
は
か
り
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
メ
ー

タ
ー
類
は
、
検
定
に
合
格
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
格
し

た
物
に
は
検
定
証
印
が
付
い
て
い

ま
す
。
購
入
す
る
と
き
は
検
定
証

印
が
あ
る
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
検
定
の
有
効
期
限
が

決
め
ら
れ
た
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
定
期
検
査

商
取
引
や
証
明
用
の
は
か
り
は
、

必
ず
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
検
査
に
合
格
し
た
物
に
は
合

格
証
紙
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
市
計
量
検
査

所
蕁
２
５
５
―
２
２
１
８
へ
。

後
は
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。

蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
水
で

も
一
日
で
五
十
誚
、
一
カ
月
で
千

五
百
誚
に
も
な
り
ま
す
。
一
人
一

人
が
無
駄
の
な
い
上
手
な
水
の
使

い
方
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

□
水
漏
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

家
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
じ
て
か

ら
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ

い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

が
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水

し
て
い
る
証
拠
で
す
。
早
め
に
水

道
局
指
定
の
工
事
店
に
依
頼
し
て
、

修
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
定

期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
局
総
務

課
蕁
８
９
０
―
３
０
１
１
へ
。

総
合
計
画
は
、
地
方
自
治
法
に

定
め
ら
れ
、
地
域
の
総
合
的
で
計

画
的
な
行
政
の
運
営
を
計
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

第
六
次
総
合
計
画
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
よ

り
良
い
計
画
に
な
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

□
計
画
策
定
の
基
本
方
針

今
後
、
本
市
で
も
人
口
が
減
っ

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
将
来
の
世
代
に
負
担
を
掛
け

ず
、
現
在
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
、
市

民
が
望
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
優
先
的
に
取
り
組
む

施
策
を
抽
出
す
る
「
選
択
と
集
中
」

の
視
点
と
、
そ
の
施
策
が
市
民
生

活
に
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
か
を
判
断
す
る
「
成
果
指
向
」

の
視
点
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た

点
を
踏
ま
え
、
夢
と
希
望
、
誇
り

を
持
て
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
と

な
る
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
策
定
の
初
期
の
段
階
か

ら
市
民
参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
表
現
、

形
式
」
の
シ
ン
プ
ル
な
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

□
総
合
計
画
の
構
成
と
期
間

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施

計
画
で
構
成
し
ま
す
。

蘆
基
本
構
想
（
10
カ
年
）

将
来
の
あ
る
べ
き
都
市
像
と
こ

れ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施

策
の
大
綱
を
定
め
ま
す
。

蘆
基
本
計
画
（
10
カ
年
、
た
だ
し

５
カ
年
経
過
後
に
見
直
し
）

基
本
構
想
で
定
め
た
施
策
の
大

綱
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
施

策
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

蘆
実
施
計
画
（
前
期
・
後
期
、
各

５
カ
年
）

短
期
的
な
目
標
と
具
体
的
な
事

業
実
施
計
画
を
体
系
付
け
て
定
め
、

各
施
策
や
事
務
事
業
を
総
合
的
、

計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
進
行
管

理
や
予
算
と
の
整
合
を
図
り
ま
す
。

□
総
合
計
画
骨
格
案

蘆
基
本
理
念
「
元
気
で
楽
し
い
前

橋
」「

元
気
で
楽
し
い
」
は
、
活
力
、

笑
顔
の
源
。
元
気
で
楽
し
け
れ
ば
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
力
が
発
揮
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
を
「
元
気
で
楽
し
い
前

橋
」
と
し
、
市
民
の
思
い
、
市
民

の
力
、
地
域
の
力
を
結
集
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

蘆
将
来
都
市
像
「
生
命
都
市
い
き

い
き
前
橋
」

人
も
ま
ち
も
生
き
生
き
と
輝
く

都
市
づ
く
り
を
目
指
し
「
生
命
都

市
い
き
い
き
前
橋
」
を
将
来
都
市

像
と
し
ま
す
。
こ
の
実
現
に
向
け

て
、
豊
か
な
水
と
緑
の
自
然
環
境

や
高
い
農
業
生
産
力
、
充
実
し
た

医
療
環
境
な
ど
の
生
命
に
関
係
す

る
恵
ま
れ
た
地
域
特
性
を
活
用
し

た
り
、
新
産
業
・
新
技
術
を
創
出

し
た
り
し
て
活
力
を
高
め
る
都
市

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生

命
を
尊
び
、
は
ぐ
く
み
、
す
べ
て

の
生
き
物
や
環
境
を
守
り
、
誰
も

が
安
全
に
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
都
市
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

□
市
民
参
加
の
取
り
組
み

こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民
提

案
・
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
市
民
会
議
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

設
け
、
積
極
的
な
市
民
参
加
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

□
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
市
民
会
議
と

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
生
か
し
た
素
案
を
作

成
。
本
年
度
後
半
に
は
総
合
計
画

審
議
会
を
開
催
し
、
素
案
に
対
す

る
答
申
を
受
け
ま
す
。
そ
し
て
、

来
年
度
に
原
案
を
策
定
。
市
議
会

の
議
決
を
経
て
「
第
六
次
前
橋
市

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
現
行
の
第
五
次
総
合
計
画
が
平
成
十
九
年
度
で
満

了
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
第
六
次
前
橋

市
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
総
合

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
計
画
に
関
心
を
持
ち
、
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
政
策
課
蕁
８
９
０
―
６
５
１
２
へ
。
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１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
水
道
週
間
」

工
夫
し
て
無
駄
な
く
使
お
う

正
し
い
計
量
は
経
済
の
ル
ー
ル

検
定
に
合
格
し
た
は
か
り
で

日ごろの成果をこの機会にぜひ

萩原朔太郎の
生誕120周年を記念

郷
土
の
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
の
生
誕
百
二
十
周
年
を
記

念
し
て
、「
前
橋
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
を
十

月
二
十
八
日
貍
・
二
十
九
日
豸
の
二
日
間
、
市
民
文
化
会

館
で
開
催
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
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